
国連大学の知見と貢献

1

2022年6月24日



• 1972年の国連総会にて創立を承認

• 日本に本部がある唯一の国連機関

• 「人類の存続、発展および福祉にかかわる緊急か
つ世界的な問題」の解決に資する研究を行うシン
クタンク

• 国連と国際的な学術界との架け橋としての役割

• 国際レベル、地域レベルにおける対話を促進し、
新しい価値、思考を創造する場を提供

• 13の研究所で構成（4大陸12か国）

国連大学とは
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• 人類と地球の持続可能な未来を実現するために設立された研究・教育機関

• サステイナビリティに関する政策志向型の研究と教育・能力育成を推進

• 国連システムの優先課題に対処するよう、エビデンスに基づいた知識と解
決策を生み出し、国際社会に貢献

国連大学サステイナビリティ高等研究所（UNU-IAS)
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• サステイナビリティへの知見を結集するため、
分野を超えて専門知識を統合し、新たな価値を
創造

• 修士課程と博士課程を有し、修士号・博士号を
授与できる唯一の国際機関

研究プログラム

持続可能な開発のためのガバナンス

生物多様性と社会

水と資源管理

イノベーションと教育



UNU-IASの大学院学位プログラム

4

修士課程サステイナビリティ学（２年）

博士課程サステイナビリティ学（３年）

• 学生数: 
20か国から38名（修士19名、博士19名）
76%が開発途上国出身（2021.12現在）

• 研究プログラムとの密接な連携による教育

• 協定校とのパートナシップ:

▪ 東京に立地する３大学との間で単位互換制度

▪ 東京大学大学院工学系研究科（都市工学専攻）と
のダブルディグリー修士課程プログラムを提供

▪ 東京大学大学院新領域創成科学研究科および上智
大学との共同ディプロマの提供
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パリ協定に関する大学院プログラムの創設

▪ 大学院学位プログラムに、パリ協定専攻コースを創設することを2021年の
COP26で表明。本コースの提供は国連組織として初の試み。

© UNFCCC - COP26 (streamworld.de)

目的

気候変動対策や持続可能な開発などに政府、民間やその
他の部門において取り組む将来の実務的リーダーを育成

対象

•すべての国連加盟国の入学希望者を対象とし、開発途上
国出身者に重点化

•学士号を有する学生、政府職員、専門家

構造

UNU-IASの既存の大学院学位プログラム（サステイナビ
リティ学、修士課程・博士課程）の下に設置

▪ 2022年末から学生の募集を開始し、2023年9月を目途に開講予定。

https://unfccc-cop26.streamworld.de/webcast/united-nations-university-institute-for-the-advanc


UNU-IAS大学院パリ協定専攻ーメリット

少数精鋭

学位提供を通じて各国の気候変動対策のリーダーとして必要な知識と能力を養成

シナジー

研究・教育プログラム間の連携：

気候変動とSDGsのシナジーに関する知識と課題解決能力の養成

ネットワーク

国連機関のネットワークの活用：

欧州、アフリカ、アメリカを含む世界各地域のパートナーと連携したカリキュラ
ムの共同実施（プラクティカム：プロジェクト参加を通じた実習）
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シナジー会議への貢献と期待

❑重要な課題：

• カーボンニュートラルを達成するために必要な社会的・経済的変革を、公正
かつ包摂的な方法で実現していくこと

• シナジーを強化し、トレードオフを最小化するために、個別分野を単独で追
究するだけではなく、システム的なアプローチを効果的にとっていくこと



7月20日・21日に国連大学でお会いしましょう！

Visit us at ias.unu.edu


